[bookmark: _ahc0quvuhx4e]効果音制作契約書

株式会社〇〇（以下「甲」という。）と、〇〇〇〇（以下「乙」という。）は、甲が企画、制作又は関与するアニメーション作品に使用する効果音その他の音響素材の制作業務について、次のとおり効果音制作契約（以下「本契約」という。）を締結する。

[bookmark: _vwvj3nl7p9zv]第1条（目的）
本契約は、甲が乙に委託するアニメーション作品に係る効果音その他の音響素材の制作業務について、その業務内容、納品条件、報酬、知的財産権の帰属、利用条件その他必要な事項を定めることを目的とする。

[bookmark: _qt8g37qxkgxx]第2条（対象作品）
1. 本契約の対象となる作品（以下「本作品」という。）は、次のとおりとする。
作品名：〇〇〇〇
作品種別：テレビアニメ／劇場アニメ／Webアニメ／その他（　　　　）
話数・尺：〇〇話／約〇〇分
制作主体：〇〇〇〇
その他：〇〇〇〇
2. 前項の内容に変更が生じた場合、甲乙は必要に応じて制作内容、納期、報酬その他の条件について協議する。
3. 
[bookmark: _ewthapb6hvjs]第3条（委託業務）
1. 甲は乙に対し、本作品に使用する効果音その他の音響素材の制作に関する次の業務（以下「本業務」という。）を委託し、乙はこれを受託する。
(1) 本作品の演出内容に応じた効果音の企画及び設計
(2) フォーリーその他の方法による効果音の収録
(3) 機械音、環境音、自然音、生活音、動作音、衝撃音その他必要な音響素材の制作
(4) 収録音源の編集、加工、整音その他必要な処理
(5) 甲の指定する映像、絵コンテ、タイムシートその他の資料に合わせた効果音の配置又は調整
(6) 指定された形式による音源データの作成及び納品
(7) 甲から合理的に求められる修正への対応
(8) 前各号に付随する業務
2. 本業務の具体的な内容、仕様、納期、納品方法その他の条件について別途発注書、仕様書、電子メールその他の方法により合意した場合、当該合意は本契約の一部を構成する。
3. 
[bookmark: _5r66aeyehxy0]第4条（制作方法）
1. 乙は、本作品の内容、演出意図、音響方針、キャラクター設定、世界観その他甲から提示された制作条件を十分に理解したうえで、本業務を遂行するものとする。
2. 乙は、専門家として通常求められる技能及び注意をもって本業務を遂行し、甲が指定する品質及び技術的仕様を満たすよう努めるものとする。
3. 乙は、本作品の制作スケジュールに支障を生じさせないよう、甲又は甲が指定する音響監督、監督、制作担当者その他の関係者と必要な連携を行うものとする。
4. 
[bookmark: _rhl23ri7oboo]第5条（制作資料の提供）
1. 甲は、本業務の遂行に必要と判断する範囲で、乙に対し、映像素材、絵コンテ、台本、設定資料、タイムシート、演出指示その他の資料を提供することができる。
2. 乙は、前項の資料を本業務の遂行以外の目的に使用してはならない。
3. 乙は、甲の事前の承諾なく、前項の資料を複製、公表、第三者への提供その他本業務に必要な範囲を超えて利用してはならない。
4. 
[bookmark: _jm1sbac5pdmy]第6条（第三者素材の使用）
1. 乙は、本業務において、第三者が権利を有する音源、効果音ライブラリ、サンプル素材、録音素材その他の素材（以下「第三者素材」という。）を使用する場合、あらかじめ当該素材の利用条件を確認し、本作品における利用に必要な権利処理を行わなければならない。
2. 乙は、第三者素材について、甲による本作品及び第12条に定める利用を妨げる利用条件が設定されている場合、甲の事前の承諾なくこれを使用してはならない。
3. 乙は、甲から求められた場合、第三者素材の名称、提供元、ライセンスその他権利処理の状況を甲に報告するものとする。
4. 第三者素材の使用について別途ライセンス料その他の費用が必要となる場合、その負担については事前に甲乙協議のうえ定める。
5. 
[bookmark: _6glbsi3ef9kp]第7条（生成AI等の利用）
1. 乙は、生成AIその他第三者が提供する自動生成サービスを利用して本業務の成果物の全部又は重要な一部を制作する場合、甲の事前の承諾を得るものとする。
2. 前項のサービスを利用する場合、乙は、当該サービスの利用規約、権利帰属、商用利用条件、入力情報の取扱いその他必要な事項を確認し、本作品の利用に支障が生じないよう必要な措置を講じるものとする。
3. 乙は、甲から提供された未公開映像、台本、設定資料その他の秘密情報を、甲の事前の承諾なく、生成AIその他第三者サービスへの学習、入力又は解析のために提供してはならない。
4. 
[bookmark: _dwx2964cvthh]第8条（納品）
1. 乙は、本業務により制作した効果音、収録音源、編集済音源その他甲乙間で納品対象として合意した成果物（以下「本成果物」という。）を、次の条件に従い甲に納品する。
納品期限：〇〇年〇月〇日
納品形式：WAV／その他（　　　　）
サンプリング周波数：〇〇kHz
ビット深度：〇〇bit
チャンネル形式：モノラル／ステレオ／その他（　　　　）
納品方法：オンラインストレージ／記録媒体／その他（　　　　）
2. 詳細な納品仕様について甲から別途指定がある場合、乙は合理的な範囲でこれに従うものとする。
3. 乙は、納品期限までに本成果物を納品することが困難となるおそれが生じた場合、直ちにその理由及び納品予定時期を甲に通知し、甲の指示を受けるものとする。
4. 
[bookmark: _eny1678r81mo]第9条（検収）
1. 甲は、本成果物の納品を受けた後〇営業日以内を目安として、本成果物が本契約及び甲乙間で合意した仕様に適合するかを確認する。
2. 本成果物に仕様との不一致、音質上の問題、データ破損その他修正すべき事項がある場合、甲は乙に対し、その修正を求めることができる。
3. 乙は、前項の修正要求が当初の制作内容及び仕様の範囲内である場合、合理的な期間内にこれを修正し、再納品するものとする。
4. 甲の都合による大幅な演出変更、映像変更、仕様変更その他当初の委託内容を超える修正については、甲乙協議のうえ追加報酬及び納期を定めることができる。
5. 
[bookmark: _tysdjx1a4spn]第10条（報酬）
1. 甲は乙に対し、本業務の対価として、金〇〇〇〇円（消費税及び地方消費税別途）を支払う。
2. 前項の報酬には、本契約に別段の定めがある場合を除き、本業務の遂行、本成果物の制作及び納品並びに本契約に基づく権利の譲渡又は利用許諾の対価を含むものとする。
3. 交通費、スタジオ利用料、機材費、第三者素材のライセンス料その他特別な費用が発生する場合、乙は事前に甲の承諾を得るものとする。
4. 甲は、乙から適法な請求書を受領した後、〇〇年〇月〇日までに、乙が指定する金融機関口座へ振り込む方法により報酬を支払う。振込手数料は甲の負担とする。
5. 
[bookmark: _px0qpcvc3bm2]第11条（本成果物の著作権等）
1. 本成果物について著作権その他の知的財産権が発生する場合、乙又は第三者が本契約締結前から保有していた権利及び第6条に定める第三者素材に係る権利を除き、本成果物に関する著作権（著作権法第27条及び第28条に定める権利を含む。）は、本成果物に係る報酬の完済をもって乙から甲に移転するものとする。
2. 前項により甲へ移転する権利の対価は、第10条に定める報酬に含まれるものとする。
3. 本成果物に乙が従前から保有する素材、技法その他の権利が含まれ、その権利を甲へ譲渡することができない場合、乙は甲に対し、本作品及びその利用に必要な範囲で、期間及び地域の制限なく利用することのできる権利を許諾するものとする。
4. 前項の利用許諾の対価は、第10条に定める報酬に含まれるものとする。
5. 
[bookmark: _55pme4381g5x]第12条（本成果物の利用）
甲は、本成果物について、本作品そのもののほか、次に掲げる目的及び方法で利用することができる。
(1) テレビ放送、衛星放送、ケーブルテレビその他の放送
(2) 映画館その他施設における上映
(3) インターネット配信、動画配信サービス、オンデマンド配信その他公衆送信
(4) DVD、Blu-rayその他の記録媒体への収録及び販売
(5) 海外版、吹替版、字幕版、再編集版その他派生版の制作及び利用
(6) 本作品の宣伝、広告、予告編、PV、CM、SNSその他プロモーションへの利用
(7) イベント、展示会、上映会その他の催事における利用
(8) 商品化、ゲーム化その他本作品に関連する展開への利用
(9) 本作品の再放送、再配信、再上映その他の二次利用
(10) 前各号の利用に必要となる編集、切除、短縮、加工、音量調整、他の音声との組合せその他の改変
(11) その他本作品の利用、宣伝又は展開に合理的に必要な利用

[bookmark: _z588v9kpbbfw]第13条（著作者人格権）
乙は、本成果物について著作者人格権を有する場合、甲、甲から権利を承継した者及び甲から本成果物の利用を許諾された者に対し、本作品及びその関連利用に必要な範囲で著作者人格権を行使しないものとする。

[bookmark: _e943ol916i35]第14条（クレジット）
1. 本作品における乙の氏名、名称その他のクレジット表示の有無、表示方法、表示位置及び表記内容については、甲乙協議のうえ定めるものとする。
2. 放送媒体、配信媒体、広告媒体その他の仕様又は合理的な制作上の事情によりクレジット表示が困難な場合、甲はクレジット表示を省略することができる。
3. 
[bookmark: _nt7v3dtpo0s]第15条（表明及び保証）
1. 乙は、甲に対し、次の事項を表明し、保証する。
(1) 本成果物のうち乙が制作した部分が、原則として乙自身の創作、収録又は適法に利用できる素材により構成されていること
(2) 第三者の著作権、著作隣接権、商標権、肖像権、プライバシーその他の権利を不当に侵害しないこと
(3) 本契約に基づく権利の譲渡又は利用許諾を行うために必要な権限を有すること
(4) 本成果物について、本契約に基づく甲の利用を妨げる第三者との契約その他の制約が存在しないこと
2. 本成果物について第三者から権利侵害その他の申立てがなされた場合、甲乙は速やかに相手方へ通知し、協力して対応するものとする。
3. 前項の申立てが乙の責めに帰すべき事由による場合、乙は自己の責任と費用において合理的な解決に努めるものとする。
4. 
[bookmark: _gpwe2it4eocm]第16条（素材データ等の管理）
1. 乙は、本業務に関連して作成又は取得した収録データ、編集データその他の制作データについて、納品完了まで適切に管理するものとする。
2. 甲が本契約締結時又は制作開始前に保存期間を指定した場合、乙は当該期間中、合理的な範囲で制作データを保存するものとする。
3. 保存期間終了後の制作データについて、乙は保存義務を負わないものとする。ただし、甲乙が別途合意した場合はこの限りでない。
4. 
[bookmark: _vsx3ux1zfrr4]第17条（再委託）
1. 乙は、本業務の全部又は重要な一部を第三者に再委託する場合、あらかじめ甲の承諾を得るものとする。
2. 乙は、再委託先に対し、本契約に基づき乙が負う秘密保持義務、知的財産権に関する義務その他必要な義務と同等の義務を負わせるものとする。
3. 乙は、再委託先の行為について、自ら本業務を遂行した場合と同様の責任を負うものとする。
4. 
[bookmark: _354u93mcpq71]第18条（秘密保持）
1. 甲及び乙は、本契約又は本業務に関連して相手方から開示された技術上、営業上、制作上その他一切の非公知情報を秘密として取り扱い、相手方の事前の承諾なく第三者に開示又は漏えいしてはならない。
2. 特に乙は、本作品の未公開映像、ストーリー、脚本、キャラクター、設定、出演者情報、公開時期、制作状況その他本作品に関する未公開情報を、SNS、Webサイト、動画投稿サービスその他の媒体で公表してはならない。
3. 次の各号に該当する情報については、前2項を適用しない。
(1) 開示を受けた時点ですでに公知であった情報
(2) 開示を受けた後、自己の責めによらず公知となった情報
(3) 開示を受ける以前から適法に保有していた情報
(4) 正当な権限を有する第三者から秘密保持義務を負うことなく取得した情報
(5) 相手方の秘密情報によることなく独自に取得又は開発した情報
4. 法令又は裁判所その他公的機関の命令により秘密情報の開示を求められた場合、当事者は必要最小限の範囲でこれを開示することができる。
5. 本条の義務は、本契約終了後〇年間存続する。ただし、営業秘密その他その性質上継続的な秘密保持を必要とする情報については、当該情報が適法に公知となるまで存続するものとする。
6. 
[bookmark: _nq1ocrh35gmk]第19条（制作実績としての利用）
乙は、甲の事前の承諾なく、本作品の名称、映像、本成果物、キャラクター画像その他本作品に関する情報を、自己のWebサイト、SNS、ポートフォリオ、営業資料その他に掲載又は利用してはならない。

[bookmark: _xkst2v8y717y]第20条（権利義務の譲渡禁止）
乙は、甲の事前の書面又は電磁的方法による承諾なく、本契約上の地位又は本契約に基づく権利若しくは義務の全部若しくは一部を第三者に譲渡し、承継させ、又は担保に供してはならない。

[bookmark: _9zeea0viuhh6]第21条（契約内容の変更）
本作品の内容、話数、尺、制作スケジュールその他の事情により本業務の内容に重大な変更が生じた場合、甲乙は、追加報酬、納期その他必要な条件について誠実に協議するものとする。

[bookmark: _2gknrkurl7pw]第22条（契約解除）
1. 甲又は乙は、相手方が本契約に違反し、相当の期間を定めてその是正を求めたにもかかわらず、当該期間内に是正されない場合、本契約の全部又は一部を解除することができる。
2. 甲又は乙は、相手方に次の各号のいずれかの事由が生じた場合、何らの催告を要することなく、直ちに本契約の全部又は一部を解除することができる。
(1) 支払停止又は支払不能となったとき
(2) 差押え、仮差押え、仮処分、強制執行その他これらに類する手続を受けたとき
(3) 破産手続、民事再生手続その他倒産手続の申立てがあったとき
(4) 本契約を継続することが困難となる重大な信用不安が生じたとき
(5) その他本契約上の信頼関係を著しく損なう重大な事由が生じたとき
3. 本条による解除は、損害賠償の請求を妨げない。
4. 
[bookmark: _wteglti9mrxr]第23条（中途終了）
甲の制作方針の変更、本作品の制作中止、延期その他乙の責めに帰すことのできない事由により本業務を中途で終了する場合、甲乙は、終了時点までに乙が実施した業務の内容及び進捗状況を踏まえ、報酬及び本成果物の取扱いについて協議するものとする。

[bookmark: _r83wrm56ru4n]第24条（損害賠償）
甲又は乙が、本契約に違反し、自己の責めに帰すべき事由によって相手方に損害を与えた場合、当該当事者は、相手方に生じた通常かつ直接の損害を賠償する責任を負うものとする。ただし、故意又は重大な過失がある場合は、この限りでない。

[bookmark: _qk1ybkiyd3dz]第25条（反社会的勢力の排除）
1. 甲及び乙は、それぞれ自己又は自己の役員その他実質的に経営を支配する者が、暴力団、暴力団員、暴力団関係企業その他これらに準ずる反社会的勢力に該当しないこと及びこれらと社会的に非難されるべき関係を有していないことを表明し、保証する。
2. 甲又は乙は、相手方が前項に違反した場合、何らの催告を要することなく本契約を解除することができる。
3. 
[bookmark: _d65ghtxu16he]第26条（契約期間）
1. 本契約の有効期間は、〇〇年〇月〇日から〇〇年〇月〇日までとする。
2. 本契約終了後も、第11条（本成果物の著作権等）、第12条（本成果物の利用）、第13条（著作者人格権）、第15条（表明及び保証）、第18条（秘密保持）、第19条（制作実績としての利用）、第24条（損害賠償）、第28条（準拠法及び合意管轄）その他その性質上存続すべき条項は有効に存続する。
3. 
[bookmark: _ossw2q6fiqb0]第27条（協議事項）
本契約に定めのない事項又は本契約の各条項の解釈について疑義が生じた場合、甲乙は、信義誠実の原則に従い協議し、円満な解決を図るものとする。

[bookmark: _tr31feiyjeq5]第28条（準拠法及び合意管轄）
1. 本契約は、日本法を準拠法とし、日本法に従って解釈されるものとする。
2. 本契約に関して訴訟の必要が生じた場合、〇〇地方裁判所又は〇〇簡易裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とする。
3. 
以上、本契約締結の証として、本書2通を作成し、甲乙記名押印のうえ各1通を保有する。ただし、本契約を電磁的方法により締結する場合、電磁的記録を作成し、甲乙が電子署名その他合意した方法により締結の意思を表示したうえで、各自当該電磁的記録を保管する。



〇〇年〇月〇日

甲
住所：〇〇〇〇

会社名：株式会社〇〇

代表者：〇〇〇〇　印

乙
住所：〇〇〇〇

氏名・名称：〇〇〇〇　印

